
書籍を買い尽くした遣唐使

一遣唐留学生の人間模様一

理工学部教授 宗 像 恵

「ひどい雨で帆に穴があいて しまい、暴雨

で舵 は折れて しまった。高波は天に とどかん

ばか り、船 はきりきり舞いをする。波の まに

まに船はあが りさが りし、風に まかせて船は

南へ北へ と流 される。6月 はじめに出帆 し、

福州にた どり着 くまでに2ケ 月あ まり、飲 み

水はな くな り、人は疲れ きり、海路は長 く、

陸地は遠い。」この名文は16次 遣唐使 として唐
く ず の ま う

に渡った空海が大使藤原葛野麿呂に代わって

書いた書簡の一部である。この とき溺れ死ん

だ遣唐使 は数えきれないとい う惨 憺たるあ り

さまであった。
いぬか みみたす き

犬上三田絹 らの第1次 遣唐使(630年)か ら

数えると送唐客使 まで もふ くめて前後18回(こ

の うち中止が3回 〉、894年 に終 わっている。

その期間はお よそ260年 、奈良時代か ら平安時

代にかけて 日本の政治や文化におよぼ した唐

の影響 はまことに大 きかった。それだけに 日

本古代史における遣唐使の役割は大 きく重い。

しか し、遣唐使の往 還には海 という自然の障

壁 にさえ ぎられていたがため苦難 と波瀾に満

ちていた。

遣唐留学生な どを始めとする 日本の歴史に

おける留学生が織 りなす 人間模様には極めて

興味深 いものがあ る。 ここでは遣唐留学生 に

ついて、①留学生の何%く らいの人が無事 に

帰国 したのか、②著 しく進 んだ唐 の文化をど

の ような方法で勉強 したのか、③語学 ・生活

習慣 の障害 をどの ように克服 したのか、④帰

国 してどの ような活躍 を したか、最後に⑤膨

大な留学費用 はどのように したのかに焦点 を

あてなが ら述べてみたい。

おび ね ま ろ

第2次 遣唐使の うち高田道根麻 呂らの一団

は薩摩半島の南の竹 島で船が沈み、5名 を残

して150人 が死没するという事故に見舞われて

いる。生 き残った5人 につ いて 「日本書紀」

は次 の よ うに記 して い る。 「5人 の 中 に、
かとへのかね

門部金、竹を筏につ くりて、神嶋 に泊まれ り。
もは もの くわ

此の5人 、6日6夜 を経て、全 ら食飲ず」 ま

た最後の遣唐使 となった承和 の第17次 遣唐使

は一一度 目の渡海で遭難 して百十数名の犠牲者

を生み、唐 よりの帰途、遣唐第二船 の 「南海

の賊地」へ の漂流による百数十名の死没者 を

数えるなどあいつ ぐ悲惨 に見舞 われた。人命

の損失 だけ をみて も、当初 の遣唐使総人員六

百数十名の うち400名 を超える生命が、海中の

藻屑 となる という悲劇 を、遣唐使の歴史の中

に刻み込んでいるのである。
ほしい

遣唐使の一行 は平常食べなれない 楯 に生水

とい う粗 食で飢 を凌 ぎ、風雨 を冒 し、激浪 を

乗 り越え、早 くて30日 、 ときには数ケ月に も

上 る長い航海 を続 けなけれ ばな らなかったの

である。 こうした悪条件のため船中で痢病患

者 を多 く出 し船 を進めるの も思 うようにいか

なかった。17次 遣唐使では水手 ・射手60余 人

が病臥 に苦 しんでいる。 さらにまた翌年帰船

の途についた とき、山東半島沿岸を航行 して

おった ところ、水手の1人 が重病 とな り、危

篤状態 に陥った。そこで未だ息 を引 きとらな

い うちに、その体 を包んで端舟 に乗せ て岸に

上 陸 し、山辺に捨 てた。捨 てに行って帰 って

きたものが いうには、岸 に着 くと病人は未だ

息があ り、飲 水を求めて苦 しい息づかい をし

ていた という。 こうして東支那海の荒浪 を乗
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り越 え、盛唐文化の輸入につ とめ、天平文化

の創造や平安京文化 の発展 に大 きな役割 をは

た した遣唐使の華やかな活動 の蔭には、異国

の浜辺 に病躯 を打棄 てられ独 り寂 しく死 んで

いった犠牲者 もあったのであ る。 まさに危険

な渡海 という生命 を賄 したものだった。

遣唐使 の使命 は唐 の先進文化を輸入す るこ

とであ った。それ とともに唐朝 に集 まる各国

使 臣の中にあってわが国の国際的地位 を高め

ることも忘 れてはな らない任務であった。 し

たがって遣唐使の選任 に当って もこの点に重

点がおかれているのである。 まず文化 を輸入

す る衡 に当 るためにも、また他国の外交官た

ちと比較 して、わが国の国際信用 をか ち得 る

ために も高い教養 と人格 とが必要である。 し

たがって遣唐使の鐙衡 に当って特 に学者 ない

しは学問的素養のある人を選ぶ傾向が強かっ

た ようだ。 さらに注 目すべ きことは容貌 ・風

采 ・態度 などを鐙衡の条件 に しているらしく

思われることである。た とえば粟田真人(7

次執節使)は 「容止温雅」で あった こと、石
やかつぐ

上宅嗣(12次 副使)が 「姿儀あ り」であった

こと、藤原常嗣(17次 大使)が 「威儀す ぐれ
よしぬし

ていた」 こ と、菅原善主(18次 大使)が 「容

儀美 しかった」ことなどそれである。

遣唐使 の数 は初期 は平均 で110人 、中期530

人、末期 は599人 内外である。無論以上の人数

は大使以下、外交官、留学生団、技術班、船

員団にいたるまでこめた総数である。この中

で留学生の数は毎次十数名、多 くて も二十数

名であった。今 日文献上にその名 を留めてい

る遣唐使随行留学生は26名 、留学僧は92名 であ

り、留学僧 の方が一般留学生の三倍半 にも上

が る。 これは一つにはわが仏教界の唐仏教 か

ら学び取 ろうという意欲が極めて旺盛 だった

ことを示すが、1面 にはまた僧侶の方が一般

留学生 よ りも留学費が少な くて済んだ事情 も

ある。彼等の在唐 中の生活は唐の人たちの布

施によって支 えることがで きたのである。留

学生 の多 くは帰朝の有無 もまた年代 もわかっ
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ていない。 史上に痕跡 をとどめている ものは

少ない。これは留学生たちの頭脳 こそ秀でて

いたが、その家柄が低 かったことに よる。帰

朝 してのち遣唐使たちの ように、その家柄 を

背景 としで高位高官にの ぼ り{経 論 を行な う

地位 にたてなかったか らである。橘逸勢、,吉

備真備 などほんの一部 を除いて、一般に留学

生は社会的地位 には恵 まれなかったけれども、

彼等 こそ学術専門家 ・技術専 門家であ り、芸

術家であって、それぞμの分野 において留学

によって得た新知識 を発揮 して文化の向上 に

貢献 したことは論 を挨たない。

留学生で消息のわかっているのは30人 にす

ぎない。彼 らの留学期 間は平均約11年 である6

毎回十数人か ら二十名前後 にのぼる留学生 を

留学 させ、 しか も相当長期 にわたるもの も多

かったか ら、これに要す る留学費 も相 当多額

に上 った。留学生 は日本から携えて糖った物

を唐の市場で売って必 需品を購入 したが、・特

に砂金が携帯 に便利 なので、 これを秤量貨幣

として使用 した。留学生 たちは入唐 に当って

朝廷 よ り留学費 を支給 された。第17次 遣唐使

の留学僧 円載 とその従僧仁好 ・兼従始満が楚

州で使節一行 と別れて天台山に向か うと した

際、大使藤原常嗣は学問料 として帖綿10畳 ・

長綿65屯 ・砂金25大 両 を支給 し、送別の宴 の

後、大使 はさらに涙を流 して別れ を惜 しみ、

別に若干の砂金 を饒別 に送 っているのである。

こう して本国から入唐 に際 し、留学費 を支給

された上、なお留学中 も唐朝か らも若干の支

給があった。た とえば第9次 遣唐使 に随って

入唐 した留学僧 栄叡 ・普照 ・玄朗 ・玄法等 は

唐朝か ら毎年絹25疋 、四季の服が支給 され、

円載は5年 間食料 を支給 されている。 しか し

以上のような留学費だけでは、長期間の留学

を支えるには困難であったか ら留学生たちは

好便 に託 した り、あ るいは従僧などを帰朝 さ

せて、留学費を朝廷に申請することがあった。

以上の ように留学生 に対す る留学費は相当

多額に上ったのである。遣唐使 に要する一切



の費用 を総計 した ら、当時の財政 としては莫

大 なものになる。遣唐使が任命 されてか ら出

発する まで2～3年 の年月 を費や しているの

は恐 らくその準備が容易で なかったか らであ

ろう。 ことに遣唐使の在唐 中の使用貨幣 とな

る砂 金の準備 は簡単ではなかっただろう。遣

唐使 の派遣 が前期の頃は約7年 半に1回 、中

期 は12年 に1回 、後期は20年 に1回 の割 りと

い うように時代が下 るほ ど間遠になっている

の も、結局その派遣費が国庫 の大 きな負担 と

なってきたためであろう。

唐 をめ ぐって諸外 国が競って唐朝へ使節 を

派遣 したのは朝貢貿に よって得 られる莫大 な

利益 に着眼 してのことであった。 しか し、文

化的に後進国であった諸外国が唐 の文化 をも

輸入 しようとい う意 図があった ことも事実で

ある。837年 諸外 国か ら集 まった留学生は216

人の多数に上っている。

遣唐使は帰朝に当っては唐の色々の物貨 を

購入 した。特 に書物 を購入 して帰朝する場合

が多かった。勿論留学僧 たちも単に教学の輸

入ばか りに とどまらず、多 くの書籍 ・仏像 ・

仏画 ・仏具等 を購入 した。 ことに在唐期 間の

短い場合、入唐 して中国語を習ってそれか ら

研究に入 るには時間的余裕がなかったので通

訳 を伴 って入唐 している場合 もあ る。 じっ く

り腰 をすえて読書三昧 に耽るとい う余裕 もな

かったので、書物 を書写 して持 ち帰る とい う

方針 をとっている。 たとえば空海は十余人に

依頼 して両部大曼茶羅十鋪 を模写 させ、二十

数名 を集 めて金剛頂等の密部の経典 を書写さ

せている。こう して空海 は書籍 だけで も何 と

905巻 を持ち帰っている。わずか1年2ケ 月の

留学で東寺や高野山 を開き真言宗 をひろめて

弘法大師と称 されたの も、彼のす ぐれた天分

のほかに、唐の文化の本質を見抜 く鋭い洞察

力 を持 っていたためである。持 ち帰 った書物

を神護寺 に運び、そこに篭 って勉強すること

がで きたおかげである。 この ように留学生 を

含めて遣唐使 たちが唐か ら持 ち帰った経典の

目録をみる と驚 くほど膨大な量である。それ

こそ千 国船 いっぱい ほ どの経 典 ・仏像 ・仏

具 ・仏画 など持 ち帰 ってい る。新たに遣唐使

を送 ってもあ らかた買物 をす ませたので、 も

う持 ち帰 る ものがな くなったので遣唐使 を中

止にしたという説があるくらいである。

いかに天才で も唐の進んだ膨大な知識 をす

べて身につ けて帰 ることなど不可能に近い。

このため留学生 たちは想像 を絶す る努力 ・苦

悩 を強いられる。空海や最澄 などは留学期 間

が短かったため、逆 に幸運であったとしかい

いようがない。井上靖氏 は第9次 遣唐使(733
ぎょうこう ふしょう げんろう ようえい

年)の 留学僧(業 行 、普照、玄朗、栄叡)の
いらか

苦 しみ、悲運の生活を 「天平の 聲 」で実に生

き生 きと再現 しておられる。

「自分で勉強 しようと思 って何年か潰 して

しまったのが失敗で した。 自分がい くら勉強

して もたい した こ とはない と早 く判 れば よ

かったんですがそれが遅かった。経典で も経

疏で もい ま日本で一番必要なのは一字の間違

いもな く写 された ものだ。」 とさとった留学僧

業行は異国で三十余年かかって、こつ こつ と
一字 一字お ろそか にせず 膨大 な経 巻 を写 し

取った。血のに じむような長い長い努力が よ
がんじん

うや く認め られ、鑑真が渡 日す る一行の船で

帰 る日が来た。 この とき業行 は54才 であった

が、身体はすっか り小 さ くなり、背 は曲が り、

視力は衰 え、その姿 は見る影 もな くなってい

た。山 と積 まれた経典は独 りの人間の生涯か

ら全 く人間 ら しい生 活 を取 り上 げるこ とに

よって生み出 された ものであ る。「私の写 した

あの経典は 日本の土 を踏む と、 自分で歩 き出

します よ。私 を棄てて どんどん方々へ歩いて

い きます よ。多勢の僧侶があれ を読み、あれ

を写 し、あれ を学ぶ。仏陀の心が、仏陀の教

えが正 しく広 まってい く。仏殿 は建て られ、

あ らゆる行事 は盛 んになる。寺々の荘厳は様

式 を変えて行 く。」 といって業行 は目をかがや

かせ た。 ところが、日本を間近に して暴風雨

に見舞われ、彼の大切 な巻物 は一巻ずつ、あ
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弘法大師請来目録 東寺(京 都)蔵

とか らあ とか ら身震 いで もす るかの ような感

じで潮の中に落下 して行 き、碧の藻のゆらめ

いている海底へ と消 えて行った。その短い間

隔を置いて一巻一巻海底へ と沈んで行 く様 は、

いつ果てる ともな き無限の印象であった。業

行 はもう決 して取 り帰す ことので きない喪失

感 におそわれた。それは業行 の悲痛 な絶叫で

あった。千年 も遠い昔、日本文化の進歩のため、

遠い異国に出かけ全身全霊 をかけて一生 を捧

げた業行の生 き方は、その努力が報われなかっ

たがゆえに、歴史に名 をとどめ ることのない

私達普通の人間に対 して、歴史 というものの

本当の深 さを教えて くれる。

玄朗 は留学僧 として唐土 を踏み、入唐当初

何年 かは学んだが、性格 の弱 さか、それ とも

自分 の能力に自信 をな くしたのか、学問をあ

きらめ、唐人の女性 と結婚 し、二人の子供 を

もうけていた。彼 は第10次 遣唐使船で普照が

日本に帰ることを耳 に して普照 を訪ねた。若

い頃の眼鼻立 ちの整 った玄朗の面影 はなかっ

た。服装 も僧衣ではな く頭髪 も伸ば してお り、

どことな く孤独 な影 を身につ けていた。玄朗

が訪ねた用件 は妻子 を同伴 して 日本に帰 りた

いが、何かいい方便 はない ものかとい うこと

であった。「自分 は留学僧 として唐土を踏んだ

が、20年 間に何一つ身に着 けなかった。入唐

当初学んだ もの も、いまはすっか り忘れて し

まった。僅か に持 っている ものは皮膚の色 も

顔立ち も異なっている妻 と二人の子供だけで

ある。金で もあれば将来品の一つ や二つ は購
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えるか も知れないが、金 も持 っていない。 し

か し、 どうして も故国 には帰 りたい。自分の

生 まれ育った国 を、妻 と二人の子供に も見せ

てや りたい。」そんなことを玄朗 は暗い表情で

語った。一方で、た とえ留学生活中、身 を持

ち崩 して も、身一つであれば帰 国 してか ら何

とでも言訳が立つが、妻子同伴 の帰国となる

と、た とえ帰国 を許 されて も、帰国後の世間

の批判の眼 は相当厳 しい もの と見 なければな

らないと思 うのだった。結局 は彼 は出帆の 日

には顔 をみせなかった。 この地 にとどまざる

を得 ない と判断 したのだろ う。玄朗 の生 き方

は、留学僧 としての立場か らみると、勿論 い

ろいろ批判すべ きもの を持 っているが、 しか

し一個 の人間 としてみるとき、難すべ き点 は

ないように思える。

栄叡 と普照は入唐 して9年 目になって、 日

本 に戒法 を伝える師 として第一級 の高僧 の渡

日の計画 を本格的 に企てたのである。 しか し

唐の国法で は、私人の出国は許 されない。唐

の僧侶 を日本へ送 るこ とは国法 に違反する行

為なのだ。彼 らは長安、洛陽 と回 り歩いたが、

す ぐれた師に会 うことがで きなかった。 とこ

ろが、 とうとう揚州の大明寺で、す ぐれた授
がん じん

戒の大師鑑真 に出会 う。鑑真は四万人以上 も

いる弟子のなかか ら日本へ行 く希望者 を募 っ

たが一人 もいない。ついに鑑真 は海東の小国

に行 く決心 をす る。 しか し渡航 の準備中、高
じょかい

麗僧如海が密告 し栄叡 と普照は投獄 されるが、
り り ん ぽ

宰相李林甫によって4ケ 月後 に釈放 されてい

る。 これが第1回 の失敗であ る(742年)。 第

2回 渡航は悪風 に遭 い船が難破 し、ずぶ濡れ

に なって岸 に辿 り着 くとい う始末 であった

(743年12月)。 第3回 の渡航 に とりかかった

が、大唐の国宝である鑑真 を海東の小国に連

れ去 られることを心配 し、鑑真 をたぶらか し

ているのが 日本人僧であると州官に密告する
かせ

ものがあった。栄叡 は枷 をつけ られ、鎖につ

ながれて、抗州 まで行ったところで病気になっ

た。そ して とうとう死んで しまった。 じつ は

死んでいないが、死んだことにして もらって

自由の身 となった。この ような事件のために

3回 目の渡航計画 も失敗である。4回 目の渡
れいゆう

航直前 に鑑真 の高弟、霊祐が彼の保護 を官辺

に願 い出た。我 が大師和上、願 を発 して、 日
わた

本国に向かわんとし、山に登 り、海を渉 りて
カじん く でよカら ロ

数年銀苦す。死生 を測 る莫な し、共に官 を告
さえぎ

げて 遮 り留住せ しむ可 し。 とい う結論に達 し

たか らである。 ひたす ら鑑真 の身の上 を案 じ

ての ことだが、結果 は鑑真の意 に反 してかれ

にこの上 もない精神的苦痛 を与 えたのだった。

愛弟子 の保護願 いのため第4回 の渡航計画 も

失敗に終わった(744年)。 これから4年 たって、

栄叡 と普照は再 び鑑真 を訪ね、第5回 の渡航

を乞 うた。 ただちに準備 を整 え出帆 した外海

へ進むにつれて、強風が吹 き出 し、鑑真一行

の漂流がはじまる。舟上 に水無 し。米をかめば、
のめ

の ど乾 きて咽 ども入 らず、吐 けども出でず、
ふ く

かん水を飲めば腹即 ち脹 らむ。一生の辛苦、

何ぞこれより劇 しからんや。という状態であっ

た。漂流す ること14日 やっと陸にた どり着い

た。海南島の南端であ る。第5次 渡航計画 も

失敗 したのである(748年)。5次 にわたる苦

難の渡航 は、すべて栄叡 と普照の情熱 に、鑑

真が意気に感 じて決行 させたのだ。 ところが、

日本渡航の望み を果たさず、壮 途半 ばで、栄

叡 が死んだのである。栄叡の無念さは察 して

あ まりあ る。男の涙 を禁 じ得ない。栄叡の人

間 としての レベルが如何に高 いものであった

かは、彼の死に よって鑑真がこれまでに倍す

る苦難が前途 に待ち うけていて も、必ず渡航

を果た さねばな らない と決心 したことか らも

伺 い知るこ とがで きる。 このころか ら鑑真は

眼 を病み、ついに失明するのである。

日本政府 は17年 ぶ りに遣唐使 を派遣す るこ

とに決めた(750年)。 大使 は藤原清河で、出

発 は752年 であった。753年 、 日本僧普照のい

た明州に上陸 した。この遣唐使節に普照が会っ

て鑑真のことを語 り正式招聰 を懇願 したのは

当然であろう。5回 の渡航失敗 の話 しなど、
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大使の胸 を強 くうったにちがいない。勿論、

密航 であったので、第1船 の大使 の船に乗せ

るの を揮 った。鑑真の乗った第2船 は薩摩の
ぽう っ

坊の 津 に着いた。 このとき鑑真66才 、753年

の ことであった。第1船 は座礁 し、ベ トナム

まで流 れていた。 も し正式招聴 であったら、

鑑真 は第1船 に乗せ られたはず である。第六

次になって渡航 はやっと成功 した。第1次 渡

航を計画 して実に10年 がたっていた。

鑑真が寂 したのは、唐招提寺がで きてか ら

4年 目天平宝字7年(763年)の 夏であった。

年76才 。翌年、朝廷は使を揚州の諸寺に派 した。

揚州では どこの寺で も僧たちは喪服をつけ、

3日 間東 に向か って哀悼 の意 を表 した。 日中

文化交流の淵源 とで もい うべ き鑑真は 日本に

かずかずの文物 をもた らした。だがそのよう

な物 質面 での交流 よ りも鑑真 が渡航 で身 を
かしゃくしんみょう

もって示 した 「不惜身命 」の勇気のほうが、

はるかに価値があるだろう。栄叡 と普照が身

心 を賭 して、1級 の人物 を外国から招聰 した

こ とは日本の歴史において もっと大 きな意義

があったように思われる。明治初期 において

文明の教 師として外国人を招いたが、その時、

つねに第1級 の人物 を選ぶ ことを心がけたの

は、この時の栄叡 と普照の心意気が、 日本人

の心に深 く刻み込 まれていた為ではなかろ う

か。

遣階使、遣唐使 は、風 まかせの航 海で、常

に難破 の危険に さらされ、命が けであったこ

とは上 に述べた通 りである。その後、遣欧使

節(1613年)、 薩摩藩英国留学生(1865年)な

ど多 くの留学生が危険 をおか し想像 を絶す る

辛苦に耐 えて、知識のため、学 問の ため外国

に出かけていった。幸いに 目的地についたと

して も、不 自由な言語や全 く一変 した生活環

境 のため、どれほどの困難に出会わねばなら

なかったかは想像にあ ま りある。 それが多 く

の悲劇や挫折 を生んだ。彼 らの多 くは捨 て石

として歴史の底ふか く埋 もれて しまっている。

しか し彼 らが 日本の文化の発展に大 き く寄与

したことはいうまで もない。

ともあれ、留学はかつて超エ リー トだけに

与 えられた特権 であった。 しか し遣唐使か ら

千年あま りの歳 月が流 れた今、留学 コンサル

タン ト業者が店開 きした頃(1971年)か ら、

資金 さえあれば誰で も留学で きるようになっ

た。いわば猫 も杓子 も留学す る時代 を迎えた

のである。猫の一匹 と して筆者 も、かつて ア

メリカの大学で1年 学んだ。研究にゆ きづ まっ

た時、語学の障害 を感 じた時、如何 ともしが

たい民族の違い を思い知 らされた時、強い孤

独感、焦燥感に襲われ、 しば しば望郷の念に

か られた。気楽な立場で の留学 であったに も

かかわ らず、筆者には心身 をけず る思 いの1

年であった。それゆえに、遣唐留学生の想像

を絶する辛苦に耐 えた強靭 な精神力 ・血 を吐

くような努力 ・旺盛 な知識欲 ・人間 としての

視点の高 さにはただただ敬服す るばか りであ

る。

1)

2)

3)
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